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第 17 回徳島県医療ソーシャルワーク学会の開催について（ご案内） 
 

 

 秋冷の心地よい季節、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

 社会保障に関わる制度の改変がめまぐるしい昨今、医療ソーシャルワーカーのみなさまにおかれ

ましては、より深刻なケースに対応し、また各地での地域連携や相談活動の中心となって力を発揮

されておられることと思います。 

 さて、県内にて医療ソーシャルワークの専門性をより高めようと取り組みを始めた徳島県医療ソ

ーシャルワーク学会も第 17 回を数えることとなりました。今年は「多世代・多問題を支える退院支

援 ～地域と医療のクロスロード（交差点）～」をテーマに取り上げております。忙な業務に追われ

がちな私たちですが、専門職として自分自身の援助を振り返り、クライエントや組織に還元するこ

とを忘れてはなりません。日頃の自分と向き合い、参加者同士で学びを深め、気づき合えるプロセ

スを実感しませんか。研修を通して学びや元気を各施設・事業所へ持ち帰ってもらえる学会にした

いと思っています。各施設長の皆様には、所属する医療ソーシャルワーカーが学会参加できるよう

にご配慮をよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

◆開催日時   令和 8 年 1 月 17 日（土） 13：30～16：30 

※研修終了後、18：30～徳島市内で懇親会を予定しています。 

令和 8 年 1 月 18 日（日）  9：30～12：00 

 

◆テーマ    「多世代・多問題を支える退院支援 ～地域と医療のクロスロード（交差点）～」 

 

◆講師     筑紫女学園大学 人間科学部 人間科学科 心理・社会福祉専攻  

准教授 前田 佳宏（まえだ よしひろ）先生 

 

◆開催会場   徳島大学先端酵素学研究所藤井節郎記念医科学センター 2 階多目的室 

（徳島県徳島市蔵本町 3 丁目 18 番地の 15） 

 

 



◆参加費用   徳島県協会会員：1000 円 徳島県協会非会員：2000 円 学生：無料  

※懇親会費(別途)：5,000 円  

 

◆日  程   

1 月 17 日（土）               1 月 18 日（日） 

   13：00  受付 

   13：30  開会式・講演開始  

   16：30  閉会 

   18：30    懇親会（会場：徳島市内） 

 

 

    9：00  受付 

9：30  演題発表 

   11：30   総評、意見交換 

11：50   閉会式 

   

◆ 参加申し込みについて 

QR コードを読み取り、Peatix から申し込みをお願いします。 

参加締め切り：令和 8 年 1 月 7 日（水）17 時 

認定医療ソーシャルワーカー認定ポイントを申請予定ですが、認定の対象となるのは２日間の参

加が原則です。ポイントは認められませんが、１日だけの参加でも受付させていただきます。 

 

◆ 別紙にて 2 日目の演題発表会の発表者を募集しています。多くの応募をお願いします。 

 

以上 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

 

 
①事務局：協会に関するお問い合わせ 

徳島県医療ソーシャルワーカー協会 

〒779-0193 徳島県板野郡板野町大寺字大向北 1-1 

とくしま医療センター東病院 地域医療連携室内 大森 和幸 

TEL.088-672-6306  

E-Mail： 515-msw-kyokai@mail.hosp.go.jp 

 

②学会担当理事：内容などのお問い合わせ 

徳島県鳴門病院  患者サポートセンターMSW 服部 百恵 

徳島県鳴門市撫養町黒崎字小谷 32 

TEL：088-683-0011   E-Mail：renkei@naruto-hsp.jp 



令和 7 年 10 月 5 日 

会員各位 

徳島県医療ソーシャルワーカー協会 

津川 靖弘 

（公印省略） 

 
第 17 回徳島県医療ソーシャルワーク学会のご案内 

 

日頃は、当協会事業の推進につきまして、ご尽力頂き大変有り難うございます。 

さて、第 17 回徳島県医療ソーシャルワーク学会を令和 7 年 1 月 17 日・18 日に開催いたします。今回は

「多世代・多問題を支える退院支援 ～地域と医療のクロスロード（交差点）～」をテーマに、筑紫女学

園大学 人間科学部 人間科学科 心理・社会福祉専攻 准教授 前田 佳宏先生をお招きして学びたいと

考えています。多忙な業務に追われがちな私たちですが、専門職として自分自身の援助を振り返っていく

ことを忘れてはなりません。自分自身のキャリアデザインを意識しながら、日頃の自分と向き合い、振り

返りの意義について会員同士で学びを深めませんか。 

業務ご多忙中とは存じますが、ご参加ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

～記～ 

 

1. 開催日時：令和 8 年 1 月 17 日（土）13：30～16：30 ※研修終了後、懇親会を予定 

令和 8 年 1 月 18 日（日）09：30～12：00 

 

２．開催場所：徳島大学先端酵素学研究所藤井節郎記念医科学センター 2 階多目的室 

（徳島県徳島市蔵本町 3丁目 18 番地の 15） 

 

３．テーマ：「多世代・多問題を支える退院支援 ～地域と医療のクロスロード（交差点）～」 

                           

４．講師：筑紫女学園大学 人間科学部 人間科学科 心理・社会福祉専攻  

准教授 前田佳宏（まえだ よしひろ）先生 

 

５．行程：

1 月 17 日（土）13：00 受付

 13：30 開会式・講演開始   

16：30 終了 

18：30 懇親会（徳島市内を予定） 

 

1 月 18 日（日） 9：00 受付 

9：30 演題発表（協会員からの演題発表を予定。） 

11：30 総評、意見交換 

11：50 閉会式 



６．参加費用   徳島県協会会員：1000 円 徳島県協会非会員：2000 円 学生：無料  

※懇親会費(別途)：5,000 円程度 

 

７．申し込み方法 QR コードを読み取り、Peatix から申し込みをお願いします。 

参加締め切り：令和 8 年 1 月 7 日（水）17 時 

認定医療ソーシャルワーカー認定ポイントを申請予定ですが、認定の対象とな

るのは２日間の参加が原則です。ポイントは認められませんが、１日だけの参加

でも受付させていただきます。 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

 

 

 

 

 

①事務局：協会に関するお問い合わせ 

徳島県医療ソーシャルワーカー協会 

〒779-0193 徳島県板野郡板野町大寺字大向北 1-1 

とくしま医療センター東病院 地域医療連携室内 大森 和幸 

TEL.088-672-6306  

E-Mail： 515-msw-kyokai@mail.hosp.go.jp 

 
②学会担当理事：内容などのお問い合わせ 

徳島県鳴門病院  患者サポートセンターMSW 服部 百恵 

徳島県鳴門市撫養町黒崎字小谷 32 

TEL：088-683-0011   E-Mail：renkei@naruto-hsp.jp 



第 17 回 徳島県医療ソーシャルワーク学会 

演題及び抄録原稿の募集について 

本年も徳島県医療ソーシャルワーク学会では日頃のみなさんの実践を報告する機会として演題発表を行いま

す。 

研究発表は自分自身の実践を振り返るだけではなく、認定社会福祉士申請ポイント（５P）に換算できます。

専門職として実践を客観的に評価し、言語化し、他者に伝えることは発表者、参加者ともに大きな学びの場にな

ることと思います。今年は学会 2 日目の 1 月 18 日（日）に発表を予定しています。発表内容については学会テ

ーマに限定せず、日ごろの実践、積極的に取り組まれている業務についてでも構いません。会員の皆様から多く

の実践研究、多数お申込みをいただきたく、お願い申し上げます。新人さんからのフレッシュな発表もお待ちし

ております！この機会にぜひ、実践研究に取り組んでみませんか？？  

抄録原稿提出締切日：令和 7 年 12 月 12 日（金） 

【演題及び抄録原稿募集要項】 

１．演題申込者及び発表者の資格 

原則として徳島県医療ソーシャルワーカー協会会員に限ります。非会員の方は演題申込前に徳島県協会の入

会手続きを行って下さい。 

２．倫理上の対応及び表記 

演題発表および抄録原稿に使用する利用につきましては、個人情報に配慮し且つ以下に留意した表記をお願

いします。 

１）事例に使用する対象者の氏名はイニシャルでなく、Ａ氏、Ｂ氏といった任意のアルファベットを用いること。 

２）年齢は、70 歳であれば『70 歳代前半』とすること。 

３）その他、個人を特定できる内容は、影響のない範囲で変更すること。 

４）文体は『…である』調とし、新かな、常用漢字、算用数字、慣用の単位符号を用いること。 

５）図、表及び写真には図１、表１及び写真１の番号をつけること。 

６）年号は原則元号とすること。例：昭和 64 年、平成 24 年。 

７）演題発表の参考文献の使用があれば、文献名、著者若しくは編集者、発行元を明記すること。 

３．演題申し込み及び抄録原稿の提出 

１）様式１を使用し、下記の問い合わせ先までメールにてご提出ください。 

２）パソコン文書（推奨ソフトウエア：MicrosoftWord）で作成し、演題名、発表者及び所属、共同発表者、本

文（1600 字以内）を記述してください。本文は「目的」「方法」「結果」「考察」「結論」の形式でまとめて

ください。 

３）発表指導を希望される場合は３の発表指導の希望枠に記入をしてください。（多数の場合は先着） 

４．発表方法及び時間 

１）発表方法は口述発表になります。発表 10 分、質疑応答 5 分を予定しています。 

２）発表順番その他必要事項は、実行委員より発表者へご連絡いたします。 

＊発表時間につきましては、演題数により変更させていただく場合がございます。 

 

＜問い合わせ先＞ 

※申込は事務局：徳島県医療ソーシャルワーカー協会 〒779-0193 徳島県板野郡板野町大寺字大向北 1-1  

東徳島医療センター地域医療連携室内 大森 和幸 Mail:515-msw-kyokai@mail.hosp.go.jp 



様式１ 

第 17 回徳島県医療ソーシャルワーク学会 

演題申し込み・抄録原稿用紙 

１．演題発表者（所属）： 

２．共同演者（所属）： 

３．発表指導：希望する・希望しない 

４．演題名： 

５．抄録 

【目的】 

 

 

【方法】 

 

 

【結果】 

 

 

【考察】 

 

 

【結論】 

以上のとおり演題発表の申し込みをします。 


